
働きたくても仕事がない、家族の介護のために仕事ができない、再就職に失敗して雇用保

険が切れた、あるいは、社会に出るのが怖くなった。さまざまな困難の中で生活に困窮し

ている人たちに支援を行う「北海道生活困窮者自立支援事業」の委託を受けた「オホーツ

ク相談センターふくろう」がそのようなみなさまのご相談に応じています。 

相談は無料です。解決に向けて継続的にサポートしていきます。 

相談を受けたことに関して秘密は守ります。 

２０１５年９月号外 

発行・編集：社会福祉法人大空町社会福祉協議会 

～大空町老人福祉大会と共同開催～ 

大空町ふれあい広場２０１５ 

（以下は平成２５年度に女満別ゲートボールセンターにて開催されたときの様子です） 

社会福祉法人大空町社会福祉協議会 

〒099-2324 

網走郡大空町女満別西４条４丁目１－６女満別伝承館 

電話（0152）75-6021 FAX（0152）75-6022 

 

東藻琴地区事務所 

〒099-3293 

網走郡大空町東藻琴３６０－１東藻琴総合支所内 

電話（0152）63-5105 FAX（0152）66-2423 

子どもから高齢者、障がいのある方ない方にかかわらず、みんなが集えるイベント「ふ

れあい広場」を今年も開催します。たくさんの皆さんのご参加をお待ちしております。 

と き：平成２７年 ９月１２日（土）午前１０時～午後２時３０分 

ところ：女満別ゲートボールセンター 

①イベントの広場 「伊藤多喜雄氏による民謡ｺﾝｻｰﾄ」、「大抽選会]など 

②ふれあいの広場 「交流レクリエーション」 

③あそびの広場  「子ども縁日コーナー」 

④体験の広場   「車いす・白杖等の体験コーナー」 

⑤福祉の広場   「福祉に対する相談・啓発コーナー」 

⑥ふれあいの店  「町内各ボランティア団体等によるお食事コーナー」 

オホーツク相談センターふくろうからのおしらせ 

・年金暮らしをしているが、電気や灯油代の値上がりに加え、体調を崩して医療

負担も大幅に増えて生活がとても苦しい。 

 

・借金や支払いが多くて生活が苦しい 

 

・仕事が続かなく収入が安定しない 

 

・家庭に余裕がなく、子どもの教育に手が回らない   

                               などなど 

どうしたら解決できるかいっしょに考えて

いきましょう。「こんなこと相談していい

のかな？」というようなことでも、まずは

お聞かせください。 

世代間交流事業が開催されました 

７月２５日（土）には当社協主催で豊住保育園にて、また、８月７日（金）には、ふ

れあいサロンSORA主催で東藻琴児童クラブと障がい者福祉センターちあふるの協力

の下、東藻琴農村環境改善センターにて開催され、楽しいひとときを過ごしました。 

（写真左：東藻琴地区世代間交流の様子     写真右：豊住保育園世代間交流の様子） 

電話  0157-25-3110 オホーツク相談センターふくろう/学習センターふくろう 

開所時間：月～金（８：４５～１７：３０）          無料相談. 秘密厳守 

ＮＰＯ法人ワークフェア 〒090-018 北見市青葉町１６－２３ 水元ビル５Ｆ 

  



【大空町関係分】
【B配分（赤い羽根共同募金）助成】

ふれあいの店事業（イベントへの出店）

大空町手をつなぐ育成会 育成会事業費
身体障害者福祉協会大空分会 身障協会事業費
大空町寿老人クラブ連合会 寿老連事業費
子ども会育成連絡協議会 子ども会事業費
大空町遺族会 遺族会事業費

【C配分（歳末たすけあい募金）助成】

ふれあい年賀状事業

障がい者交流事業

知的障がい児（者）新年交流事業
新春世代間交流事業
新春おたのしみ会
高齢者宅ふれあい訪問事業
単身高齢者年末慰問活動 50,000

991,000

50,000

高齢者クリスマス会

お節料理配食事業

在宅介護者（原則、要介護３以上）７件
長期療養者（原則、１年以上）　　１件
障がい者手帳所持者　　　　　　２７件
療育手帳所持者　　　　　　　　１１件
生活に困窮しているひとり親世帯　７件

JAめまんべつ女性部
合　　計

330,000

20,000

80,000

341,000

50,000
20,000
20,000
30,000

大空町社会福祉協議会

歳末見舞金

大空町手をつなぐ育成会
ふれあいサロンSORA

身体障害者福祉協会大空分会
JA女性部ポテトの会

合　　計

赤い羽根新春事業（正月ｲﾍﾞﾝﾄの協賛）

ふれあい広場

高齢者交流事業（ふれあい交流会、ふ
れあい昼食会）

給食サービス事業

ボランティア育成事業（つくしの会、たん
ぽぽ会、青空会、SORA、日赤奉仕団、女
満別高、東藻琴高、おはぎへの助成）

33,175

340,000
80,000
40,000

1,898,175

配分先 事業名 金額（円）

配分先 事業名/内訳 金額（円）

大空町社会福祉協議会

400,000

150,000

260,000

くらしの相談事業 30,000

40,000
90,000

415,000

20,000

今年度の社協の取り組みについてご紹介します 
（平成２７年度社協事業計画より抜粋） 

・町中サロン事業 

女満別地区において、気のあった仲間たちが

自主的に自然な形で交流できる場を整備・提

供することにより、高齢者等や普段付き合い

のない方々も一緒になり閉じこもり予防やく

らしの困りごとの解決など、地域のつながり

を構築することを目的とします。 

 運営は「町中サロン一休」が行い、女満別

研修会館内の喫茶店スペースを利用し毎週

（月・水・金 １０時～１５時）開催してい

ます。 

昨年みなさまからお寄せいただいた「赤い羽根共同募金」ならびに「歳末たすけあい募

金」が大空町共同募金委員会で協議された後、北海道協同募金会の審査を経て、次のと

おりに助成が決定しました。 

大空町共同募金委員会からのお知らせ 

平成２７年度助成決定額  

A配分（全道・広域配分）  ３４５，０００円 

B配分（市町村配分）  １，９１５，２９７円 

事務事業費         ２２７，０００円 

平成２６年度赤い羽根共同募金実績額  ２，４８７，２９７円 

平成２６年度歳末たすけあい募金実績額 １，０００，０４５円 

在宅福祉サービス事業 

・福祉有償運送サービス事業 

要支援・要介護の認定を受けた方または障が

いをお持ちで、公共交通機関の利用が困難で

かつ事前に利用登録をしている方を対象に通

院移送を行います。なお、区域は近隣市町

（美幌町、網走市、北見市、小清水町、津別

町） 

利用料金（一例） 

女満別市街地⇔網走厚生病院 

往復 ４，０００円 

東藻琴市街地⇔網走厚生病院 

往復 ５，９２０円 

＊発地または着地のいずれかが大空町内であ

る必要があります。また、病院受診する場合

のみご利用いただけます。 

・給食サービス事業 

７０歳以上の単身者または８０歳以上の高

齢夫婦の方を対象に、配食サービスボラン

ティアの協力の下、声かけ安否確認を兼ね

て実施します。 

女満別地区（週３回 月・水・金） 

東藻琴地区（週２回 火・金） 

利用料金 ３５０円（１食） 

＊両地区ともに夕食のみとなります。 
 

さらに詳しい「大空町社会福祉協議会事業計画」をご覧になりたい方は、当社協ホームペー

ジ(http://www.shakyo.or.jp/hp/137/)をご覧いただくか、お手数ですが当社協までご連

絡ください。 



平成２６年度大空町社会福祉協議会決算の状況

（収入） （支出）
金　額（円） 金　額（円）

会費 1,305,200 人件費 56,784,621
寄付金 2,719,898 事業費 15,054,653
経常経費補助金収入 25,512,297 事務費 5,029,762
受託金収入 44,605,520 共同募金配分金支出 1,676,023
事業収入 4,794,805 助成金 1,447,920
受取利息配当金収入 24,477 負担金 327,700
その他の収入 105,670 支払利息 0
積立資産取崩収入 3,514,506 その他の支出 0
投資有価証券売却収入 3,500,000 積立資産支出 5,746,512
長期貸付金回収収入 72,000 長期貸付金支出 70,000
ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金収入 1,753,897 ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金支出 1,753,897
前年度繰越金 1,578,407 当年度繰越金 1,595,589

89,486,677 89,486,677

積立資産の状況

福祉基金積立預金
財政調整積立預金
備品等購入積立預金

平成２７年度大空町社会福祉協議会予算

（収入） （支出）
金　額（円） 金　額（円）

会費 1,310,000 人件費 57,887,000
寄付金 2,400,000 事業費 16,624,000
経常経費補助金収入 24,788,000 事務費 4,931,000
受託金収入 47,838,000 共同募金配分金支出 1,759,000
事業収入 5,314,000 助成金 1,985,000
受取利息配当金収入 50,000 負担金 317,000
その他の収入 40,000 支払利息 5,000
積立資産取崩収入 600,000 その他の支出 0
長期貸付金回収収入 40,000 固定資産取得支出 100,000
ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金収入 1,850,000 積立資産支出 190,000
前年度繰越金 1,595,000 長期貸付金支出 60,000

ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金支出 1,850,000
予備費 117,000
当年度繰越金 0

85,825,000 85,825,000合　　計 合　　計

法人運営活動調整 9,619,106
備品等購入準備 899,676

項　　目 項　　目

地域福祉活動推進 8,377,209

項　　目 項　　目

合　　計 合　　計

積立目的 金　額（円）貸借対照表上の科目

さらに詳しい「大空町社会福祉協議会決算報告」

をご覧になりたい方は、当社協ホームページ

(http://www.shakyo.or.jp/hp/137/)をご覧い

ただくか、お手数ですが当社協までご連絡くださ

い。 

ボランティア事業 

 当社協にてボランティア登録をされた方に対し、保険加入の手続きをを行います。また、

ボランティア実践者の担い手の確保と活動に対して有用感を持ってもらうことを目的に、社

協主催の事業にご協力をいただいたときに「そらっきーポイント」を付与します。 

 また、各学校の福祉教育への支援（出前講座）や、児童生徒主体の事業への参加啓発を行

い、福祉の心を育みます。 

 ボランティア登録者の交流研修会を開催します。また、一般町民を対象としたボランティ

ア講演会を開催します。 

一般福祉サービス事業 

・生活費緊急援護資金の貸付業務 

 町内に在住する低所得者等で日常生活に

困窮する方を対象に行います。 

貸付額→１０，０００円（１世帯につき） 

    ３０，０００円（本会会長特認） 

今年度の社協の取り組みについてご紹介します 
（平成２７年度社協事業計画より抜粋） 

・日常生活自立支援事業 

 在宅で暮らしている認知症高齢者、障がい

者で判断能力の十分でない方のために福祉

サービスの利用手続きの援助や代行、利用料

の支払いなどを行います。 

 

・生活福祉資金貸付業務 

 他の貸付制度が利用できない低所得者世帯

や障がい者・高齢者世帯の経済的自立と生活

安定を図ることを目的とした、北海道社会福

祉協議会の事業です。貸付を希望される方は

当社協が窓口となりますので、お住まいの地

区の民生委員・児童委員までご相談ください。 

貸付金の種類→総合支援資金、福祉資金、教

育支援資金、不動産担保生活資金 

 

介助ボランティア秋桜 
活動内容：平成２６年に新たに発足し、東

藻琴福寿苑において、デイサービスの介助

業務補助やお菓子作り、行事のときの引率

補助をはじめ、社協主催の各種地域福祉事

業の支援など幅広く活動していく予定です。 

  

町内ボランティア団体活動紹介 
（前回、掲載していない団体をご紹介します） 



地域福祉サービス事業  

・ふれあい交流会 

女満別地区に居住する７０歳以上の単身者

および７５歳以上の高齢者夫婦世帯を対象

に閉じこもりを予防し生活にはずみをつけ

ていただくために年２回、近隣の観光地等

への見学・食事会を行います。 

（平成２６年度） 

夏季 釧路市散策 ９２名参加 

秋季 阿寒湖散策 ８０名参加 

今年度の社協の取り組みについてご紹介します 
（平成２７年度社協事業計画より抜粋） 

・地域型ふれあいサロン事業 

社協主催で女満別地区の高齢者を対象とし

た「ときめきサロン」を定期的に開催する

とともに、ボランティア団体が実施してい

る「ふれあいサロン」に対し、積極的に協

力をしていきます。 
 

・くらしの法律・なんでも相談 

新たな支え合いの仕組みとして定期的に開

催します。 

法的な困りごと、日常生活・健康・福祉相

談、専門的な個人相談までどんなことでも

幅広く対応します。毎月第３木曜日に女満

別老人福祉センターにて開催します。 

奇数月は弁護士相談となっており、偶数月

はくらしのなんでも相談となっており昼食

会もあわせて実施しています。 
 

・ふれあい昼食会 

東藻琴地区に居住する７０歳以上の単身者

を対象に、フロックスにて月１回、食事ボ

ランティア「ひまわり」のみなさまの手作

りの昼食をいただき、健康相談やレクリ

エーション等を実施します。また、レクリ

エーションの一環としてショッピングやバ

ス遠足も実施します。 

 

ふれあい広場ボランティア募集！ 

第６０回オホーツク管内社会福祉大会が、

７月２日（木）に大空町教育文化会館にて

開催されました。長年、当町の福祉の発展

に貢献された方々が表彰され、代表して身

障協会木全会長が謝辞を述べられました。

その後、神田山陽氏による講演会「講談と

いう仕事から見た世界」が開催されました。 

 

今回、表彰されたのは以下の方々です。 

廣部 悦子さん（民生委員） 

佐藤 雅代さん（児童委員） 

森  敦子さん（ひまわり） 

岡本シゲ子さん（ひまわり） 

増子 雪子さん（ひまわり） 

早川 英子さん（ひまわり） 

八重樫明子さん（ひまわり） 

岸田 陽子さん（ひまわり） 

妻鳥 昌子さん（つくしの会） 

木全 知明さん（身障協会） 

＊写真右上：廣部悦子さん、真ん中：岡本

シゲ子さん、右下：木全知明さん、左下：

神田山陽氏 

 

第６０回オホーツク管内社会福祉大会が大空町で開催されました 

ふれあい広場の開催にあたり、大規模な事業

のため、たくさんのご協力が必要となってき

ますので、お手伝いをいただける方を募集し

ています。 

内容は、子ども縁日、イベントの広場、会場

設営等のお手伝い（前日と当日のご都合のよ

い時間帯だけでも構いません） 

役割調整をさせていただく関係で、ご協力い

ただける場合、９月１０日（木）までご連絡

ください。 


